
【学校質問紙】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

■津別町内小学校の状況及び学力向上策（学校数：1、児童数：34名）

【教科全体の状況】

【分析】

◎

○

　【児童質問紙調査】  【学校質問紙調査】

放課後を利用した補充的な学習サポートを週に４
回以上行った。

○

○

○

○

校種間の交流を深め、連続性・一貫性のある教育の実現

教　　　科

児童質問紙

学校質問紙

【津別町の学力向上策】

○ 「算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを
解いてみたいと思う」と回答した児童の割合が、全
国及び全道とほぼ同様になっている。

保護者に対して児童の家庭学習を促すような働き
かけをよく行った。

◎
◎
◎

授業における教員の指導形態の工夫

○

国語Ａでは、「書くこと」で、全道を上回っている。 放課後を利用した補充的な学習サポートの実
施や、保護者に対して児童の家庭学習を促す
働きかけを行ったことにより、基礎的・基本的
な学力の定着が図られたと考えられる。

○ 今後も学校全体の学力の傾向や課題につい
て、全教職員で共有するとともに、児童に授
業に対する意欲をもたせるための、問題や学
習課題の提示の工夫を行う等の授業改善が
必要である。

支援員の配置
少人数指導や習熟度別指導の充実

算数Ａでは、「図形」で、全道とほぼ同様である。

算数Ｂでは、「図形」で、全国を上回っている。
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算数の授業で新しい問題に出合ったとき、それを解いてみたい

と思いますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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対象学年の児童に対して、前年度に、放課後を利用した補充的な

学習サポートを実施しましたか

週に4回以上 週に２～３回 週に1回

月に数回程度 年に数回程度 行ってない
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前年度までに、保護者に対して児童の家庭学習を促すよ

うな働きかけを行いましたか

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない
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学校全体の学力傾向や課題について、全教職員の間で

共有していますか

よくしている どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない
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【生徒質問紙調査】

　教科の領域別に全国を100とした場合の全道及び市町村の状況をレーダーチャートで

　示したもの

　（市町村の平均正答率÷全国（公立）の平均正答率×100で算出）

校内研修の充実化が図られ、学校全体で授
業改善等に取り組むとともに、学習の内容を
理解していない生徒に対して、分かるまで指
導を徹底することにより、基礎的・基本的な学
力の定着が図られたと考えられる。

学習の重要性について生徒が理解すること
で、学習に対して意欲的に取り組む姿勢が身
に付いていると考えられる。

授業における教員の指導形態の工夫

■津別町内中学校の状況及び学力向上策（学校数：1、生徒数：28名）

○

【教科全体の状況】

【分析】

◎

○

○

○

　【生徒質問紙調査】  【学校質問紙調査】

○

○

学校質問紙

【津別町の学力向上策】

校長のリーダーシップのもと、研修リーダー等を校
内に設け、校内研修の実施計画を整備するなど、
組織的、継続的な研修を行っている。

支援員の配置
少人数指導や習熟度別指導の充実
校種間の交流を深め、連続性・一貫性のある教育の実現◎

◎
◎

教　　　科

生徒質問紙

「国語、数学の勉強は大切だと思う」と回答した生
徒の割合が、全国及び全道を上回っている。

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解
していないところについて、分かるまで教えてくれ
る」と回答した生徒の割合が、全国及び全道を上
回っている。

○

国語Ａ・Ｂでは、すべての領域において、全道及び
全国を上回っている。

数学Ａでは、「数と式」「図形」「関数」、Ｂでは、「図
形」「資料の活用」で、全国及び全道を上回ってい
る。
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ろについて、分かるまで教えてくれますか

当てはまる どちらかといえば、当てはまる

どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない
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よくしている どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない
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国語の勉強は大切だと思いますか
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校長のリーダーシップのもと、研修リーダー等を校内に設け、校内研修

の実施計画を整備するなど、組織的、継続的な研修を行っていますか
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